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★URLを使ってページ間でデータを受け渡す（GET） 

 複数のWebページを連携して処理を進める場合、ページ間でデータを受け渡すことが

必要になります。その方法はいくつかありますが、その1つとして、URLを使う方法が

あります。 

■URLでのデータのやり取りの仕組み 

 WebサーバーとWebブラウザとの間のデータのやり取りは、「HTTP」（Hypertext 

Transport Protocol）というプロトコルに沿って行われます。 

 HTTPのプロトコルはいくつかありますが、その中で特によく使われるものが、「GET」

というプロトコルです。GETでは、WebブラウザからWebサーバーに対し、URLに基づい

て、サーバー上のファイルの場所を送信します。そして、サーバーがそれに反応して

ファイルの内容を送り返します（図5.2）。 

 

図5.2 GETプロトコルの仕組み 

ファイルの場所を元に
そのファイルを読み込む

Webページを
リクエスト

HTMLファイルの内容を
クライアントに送信

クライアント Webサーバー

Webページの
HTMLを受信

HTMLの内容を
出力   

 

 GETプロトコルでは、URLでWebページのアドレスを指し示しますが、それとともにWeb

サーバーに各種のデータを送信することもできます。 

 アドレスの後に「?」を書き、そのあとに「データ名=値」のように続けると、デー

タを渡すことができます。複数のデータを渡したい場合は、データと値の組を複数な

らべ、それぞれの間を「&」で区切ります。ただし、XHTMLファイルの中で「&」を使っ
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てデータを区切る場合は、文字実体参照の「&amp;」を使います。 

 たとえば、以下のリンクがクリックされたとします。 

 

<a href="http://www.abc.com/somepage.php?var1=5&amp;var2=10">次のページ</a> 

 

 すると、「http://www.abc.com/sompage.php」に対応するスクリプトが実行され、

「var1」と「var2」という名前のデータが渡されます。データの値はそれぞれ5と10に

なります。 

 なお、値として半角英数字以外を渡す場合は、「URLエンコード」という方法を使っ

て半角英数字に変換することが必要です。URLエンコードの方法は後述します。 

■PHPでのデータのやりとりの方法 

 URLを使ってデータをやり取りする場合、以下のような手順を取ります。 

●他のページにデータを渡す 

 URLでデータを渡す場合、前述したように、一般にはリンクを使います。 

 また、リンクでデータを渡す場合、渡すデータに応じて、リンクのURLを変化させる

ことになります。リンクのタグをスクリプトで出力すれば、状況に応じて渡す値を変

えることができます。 

 たとえば、以下のような文を作ると、somepage.phpに移動し、変数$pageの値を情報

として渡すリンクが出力されます。 

 

echo "<a href=\"somepage.php?page=$page\">$pageページへ移動</A>"; 

 

●他のページからデータを受け取る 

 URLでデータが渡された場合、「$_GET」という名前の連想配列に値がセットされるよ

うになっています。連想配列の個々のキーが、渡されたデータの名前になります。 

 たとえば、以下のリンクがクリックされて、somepage.phpファイルが開かれたとし

ます。この場合、somepage.phpのスクリプトの中では、「$_GET['foo']」の値が100に

なり、「$_GET['bar']」の値がabcになります。 

 

<a href="somepage.php?foo=100&amp;bar=abc">1ページへ移動</a> 
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■URLに指定された値でヘッダーの背景画像を切り替え

る 

 URLでデータを受け渡しする例として、WordPressのデフォルトテーマを対象に、URL

に「?header=red」などと指定することで、ページのヘッダー部分の背景画像の色を変

える例を紹介します（画面5.3）。 

 なお、色は「red」「green」「yellow」「pink」「cyan」の5色を指定できるようにしま

す。 

 また、各色の背景画像は、サンプルファイルの「part05」→「header」→「images」

フォルダに用意してあります。これらの画像を、デフォルトテーマのディレクトリに

ある「images」ディレクトリにアップロードして使います。 

 

画面5.3 URLに「?header=red」と付加するとヘッダー画像が赤系になる 

 

 

●カスタマイズの考え方 

 WordPressのデフォルトテーマでは、ページのヘッダー部分は、「header」というID

がついたdiv要素になっています。また、スタイルシートで、このdiv要素に対して背

景画像を指定するようになっています。 

 スタイルシートを組み込む部分（link要素）は、テーマの「ヘッダー」のテンプレ
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ート（header.php）にあります。ヘッダーテンプレートを書き換えて、link要素の直

後に、ヘッダー部分の背景画像を上書きするためのstyle要素を出力すれば、画面5.3

のように背景画像を変えることができます。例えば、ヘッダーの背景画像を赤にする

なら、リスト5.2のようにします。 

 ただ、リスト5.2では、画像のアドレスが決めうちになっています。この部分をPHP

に置き換え、ページのURLの「header=色」から色の情報を読み込んで、色に応じた背

景画像を出力するようにします。 

 

リスト5.2 背景画像を赤にする 

01 ・ 

02 ・（以前略） 

03 ・ 

04 <link rel="stylesheet" href="http://WordPressのインストール先/wp-content/themes/he

aderimg/style.css" type="text/css" media="screen" /> 

05 <style type="text/css"> 

06 #header { 

07     background-image : url(http://WordPressのインストール先/wp-content/themes/head

erimg/images/header_red.jpg); 

08 } 

09 </style> 

10 ・ 

11 ・（以後略） 

12 ・ 

 

●ヘッダーテンプレートの書き換え 

 ここまでの話に基づいて、ヘッダーのテンプレートを実際に書き換えると、リスト

5.3のようになります。白抜き文字の部分を、ヘッダーのテンプレートに追加します。 

 

リスト5.3 ヘッダーのテンプレートの書き換え方 

01 ・ 

02 ・（以前略） 

03 ・ 

04 <title><?php wp_title('&laquo;', true, 'right'); ?> <?php bloginfo('name'); ?></ti

tle> 

05  

06 <link rel="stylesheet" href="<?php bloginfo('stylesheet_url'); ?>" type="text/css"

 media="screen" /> 

07 <?php 

08 $color = $_GET['header']; 

09 $colors = array('red', 'green', 'yellow', 'cyan', 'pink'); 
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★ユーザー定義関数を作る 

 スクリプトのあちこちで同じような処理を行う場合、それをユーザー定義関数にす

ることで、スクリプト作りの効率を上げることができます。 

■ユーザー定義関数の基本 

 ユーザー定義関数を使うには、まずその関数を定義し、別の箇所にその関数を呼び

出す処理を書きます。 

●関数の定義 

 ユーザー定義関数を定義するには、リスト6.6のような書き方をします。「関数名」

で関数の名前を決めます。関数名のつけ方は変数名と同じで、英数字およびアンダー

スコア（_)を使います。 

 ユーザー定義関数に引数を渡せるようにするには、括弧の中に引数名を順に並べま

す。引数名は、変数名と同じように「$」から始まる名前でつけます。ユーザー定義関

数の中では、渡された引数は変数と同じように使うことができます。 

 そして、「{」から「}の間に、関数で行う処理を書きます。この部分は、一般のスク

リプトとまったく同じように書くことができます。PHP組み込み関数や他のユーザー定

義関数を呼び出したり、ifやforなどの文を使ったりすることができます。 

 

リスト6.6 ユーザー定義関数の書き方 

01 function 関数名(引数1, 引数2, ･･･ , 引数n) { 

02     関数の処理内容 

03 } 

 

●戻り値を返す 

 関数から呼び出し元に戻り値を返したい場合、関数の中に「return 戻り値;」の文

を入れます。関数の実行中にreturn文があると、関数がそこで終了して、呼び出し側

に戻り値が返されます。 

 return文は、関数の最後に書くことが多いです。ただ、条件によって別々の戻り値
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を返すこともあります。その場合は、if文等の条件判断の中にreturn文を入れます。 

 なお、単に「return;」とだけ書くと、戻り値を返さずに、関数から抜けることがで

きます。 

●関数を呼び出す 

 ユーザー定義関数は、PHP組み込みの関数とまったく同じように使うことができます。 

 例えば、「my_func」という名前の関数を定義してあるとします。また、その関数は1

つの引数を取るとします。また、戻り値も返されるとします。この場合、以下のよう

に書くと、変数$xの値を引数としてmy_func関数に渡し、戻り値を変数$yに代入するこ

とになります。 

 

$y = my_func($x); 

 

■ユーザー定義関数の例 

 ユーザー定義関数を使った簡単な例として、「投稿の文章から先頭部分のテキストを

抜き出して出力する」という関数を作ってみます。 

●例の関数の動作 

 WordPressのデフォルトテーマで、メインインデックスのテンプレート（index.php）

に、「the_content_first」という名前の関数を追加します。そして、the_contentタグ

をthe_content_first関数に置き換えて、メインページには投稿の先頭部分を一覧表示

するようにします。 

 例えば、以下のように書くと、投稿の文章から先頭20文字だけを出力できるように

します。また、投稿の元々の文章が20文字を超えている場合は、切り落とした文章の

代わりに「...」の文字を出力するようにします（画面6.6）。 

 

the_content_first(20); 
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画面6.6 投稿の文章の先頭部分だけを出力する 

 

 

●関数の内容 

 実際に関数を作ると、リスト6.7のようになります。 

 まず、WordPressコアの「get_the_content」という関数で、投稿の内容を取り出し、

変数$contentに代入します（3行目）。そして、PHPのstrip_tags関数を使って、その内

容からHTMLのタグをすべて取り除きます（5行目）。 

 次に、mb_substr関数を使って、$contentの文字列の先頭から、引数の$countで示す

文字数だけ、文字を取り出します（9行目）。そして、元の文字列の文字数が取り出し

た後の文字列より多い場合は、取り出した文字列の後に「...」を連結します（12～14

行目）。 

 最後に、echo命令を使って、ここまででできた文字列（変数$content）を出力しま

す（16行目）。 

 なお、リスト6.7の関数は、メインインデックステンプレートの最後に追加します。 
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リスト6.7 the_content_first関数 

01 function the_content_first($count) { 

02     // 投稿の文章を得る 

03     $content = get_the_content(); 

04     // 文章からHTMLのタグを取り除く 

05     $content = strip_tags($content); 

06     // 文章の文字数を調べる 

07     $len = mb_strlen($content, 'utf-8'); 

08     // 文章の先頭から、$count文字分を取り出す 

09     $content = mb_substr($content, 0, $count, 'utf-8'); 

10     // 文章の文字数が$count文字より多い場合は、 

11     // 取り出した先頭部分の後に「...」を追加する 

12     if ($len > $count) { 

13         $content .= ' ...'; 

14     } 

15     // 取り出した先頭部分を出力する 

16     echo $content; 

17 } 

 

●関数の呼び出し側の書き換え 

 次に、メインインデックステンプレートの中で、the_contentテンプレートタグの箇

所を、上で作ったthe_content_first関数に置き換えます。 

 例えば、各投稿の先頭20文字だけを表示するようにするには、リスト6.8の7行目の

網掛け部分を書き換えます。the_content_first関数に、引数として「20」を渡してい

ますので、最初の20文字だけが出力されます。 

 

リスト6.8 the_content_first関数を使うように書き換える 

01 ・ 

02 ・（以前略） 

03 ・ 

04 <small><?php the_time(__('F jS, Y', 'kubrick')) ?> <!-- by <?php the_author() ?> -

-></small> 

05  

06 <div class="entry"> 

07     <?php the_content_first(20); ?> 

08 </div> 

09  

10 <p class="postmetadata"><?php the_tags(__('Tags:', 'kubrick') . ' ', ', ', '<br />

'); ?>・・・途中略</p> 

11 ・ 

12 ・（途中略） 

13 ・ 
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★オブジェクトの基本 

 まず、オブジェクト指向の基本的な考え方や、PHPでのオブジェクト指向プログラミ

ングの方法など解説します。 

■オブジェクトとは 

 プログラムの中では、いろいろな「物」を扱います。たとえば、WordPressのプログ

ラムではデータベースを操作する機会がありますが、データベースも「物」の一種で

す。 

 「オブジェクト」（object）とは、日本語で言えばそのものずばり「物」です。そし

て、「オブジェクト指向」とは、物を中心にしてプログラムを作っていこうという考え

方を指します。 

●プロパティとメソッド 

 プログラムからデータベース等のオブジェクトを操作する場合、大きく分けて、以

下のようなことを行います。 

 

①オブジェクトの状態を調べたり、変えたりする 

②オブジェクトに、それ自身が可能な動作を行わせる 

 

 たとえば、データベースの場合だと、状態にあたるものとして、「データベース名」

や「データベースの文字コード」があげられます。また、動作として「データを保存

する」「データを読み出す」といったことがあげられます。 

 オブジェクトの状態は、変数のようにして管理することができます。この変数のこ

とを、オブジェクト指向の一般的な用語では、「プロパティ」（Property）と呼びます。

また、オブジェクト自身が可能な動作は、関数として扱うことができます。これを「メ

ソッド」（Method）と呼びます（図7.1）。 
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図7.1 ファイルのオブジェクトでのプロパティとメソッド 

データベース名

文字コード

・
・
・

データを保存する

データを読み出す

・
・
・

データベースの
オブジェクト

オブジェクトの状態
＝プロパティ（変数）

オブジェクトの動作
＝メソッド（関数）

 

 

●オブジェクト指向プログラミングの流れ 

 ここまでで述べたように、オブジェクトはプロパティとメソッドを持った「物」で

す。そして、このオブジェクトを使ってプログラムを作っていくのが、オブジェクト

指向プログラミングの考え方です。実際には、以下のような手順でプログラムを作っ

ていくことになります。 

 

①オブジェクトのひな型として、プロパティやメソッドを定義します。 

②オブジェクトを初期化します。 

③オブジェクトのプロパティ（変数＝状態）を調べたり変えたりします。 

④オブジェクトのメソッド（関数＝動作）を呼び出して、処理を行わせます。 

 

 また、上では「ひな型」という言葉を使いましたが、オブジェクト指向の用語では、

ひな型のことを「クラス」（Class）と呼びます。 

 たとえば、データベースをオブジェクトとして扱う場合、以下のような手順をとり

ます。 

 

①データベースオブジェクトのクラスを作り、「データベース名」や「文字コード」と

いったプロパティと、「データを書き込む」「データを読み出す」などのメソッドを定

義しておきます。 

②データベースオブジェクトを作成して初期化します。 

③データベースオブジェクトの「データベース名」や「文字コード」などのプロパテ

ィを使って、データベースの状態を設定したり調べたりします。 
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④データベースオブジェクトの「データを書き込む」や「データを読み出す」などの

メソッドを使って、ファイルを読み書きします。 

 

■オブジェクトを使ってみる 

 ここまでで、オブジェクトを定義してプログラムを作る際の流れを述べました。た

だ、いきなり自分でオブジェクトを定義するのは、簡単だとは言えません。 

 一方、オブジェクト指向プログラミングでは、既存のオブジェクトを利用して、プ

ログラム（スクリプト）を作っていくこともできます。その場合、前述の「オブジェ

クト指向プログラミングの流れ」のうち、難しいクラス定義の作業は不要で、その後

の作業だけを行えば良いです。 

 オブジェクト指向に慣れるために、まずはWordPressの「wp_query」というオブジェ

クトを使ってスクリプトを作ってみましょう。 

●WP_Queryクラスの概要 

 この章の冒頭でも述べたように、WordPressではところどころでオブジェクト指向を

取り入れていて、いくつかのクラスが定義されています。その中から、「WP_Query」と

いうクラスを取り上げ、オブジェクトを利用する場合のプログラミングの方法を紹介

します。 

 WP_Queryクラスは、WordPressループをつかさどるクラスです。WP_Queryクラスを使

うと、WordPressのデータベースから、さまざま条件で投稿を読み込むことができます。

そして、読み込んだ投稿を元にWordPressループを実行することができます。 

 ここでは例として、サイト内の投稿をすべて読み込んで、タイトルと日付を一覧表

示するスクリプトを作ってみます。また、タイトルは個々の投稿のページにリンクす

るようにします（画面7.1）。 
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画面7.1 サイト内の投稿を一覧表示する 

 

 

●オブジェクトの新規作成 

 PHPのオブジェクト指向プログラミングでは、オブジェクトを新規作成する際には

「new」という演算子を使います。new演算子の書き方は以下の通りです。 

 

変数 = new クラス名(引数); 

 

 「変数」には、作成したオブジェクトを割り当てるための変数を指定します。とい

っても、オブジェクト用に特殊な変数があるわけではなく、通常の変数を指定します。 

 また、「引数」には、オブジェクトの初期化の際に必要な値を渡します。その値はク

ラスによって異なります。 

 WP_Queryクラスの場合だと、引数として、読み込む投稿を指定するための条件を書

きます。主な条件の指定方法は表7.1の通りです。また、「orderby=キー」の条件で使

う並べ替えのキーは、表7.2のように指定します。 

 

変数 = new WP_Query('条件名=値&条件名=値・・・'); 

 

 例えば、以下のように書くとします。すると、日付（orderby=date）の新しい順
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★基本的なデータの取り出し方 

 データベースに対する操作はいろいろありますが、その中で最も基本的な操作は、

データを取り出すことです。この節では、SQLでデータを取り出す方法のうち、基本的

な部分を解説します。 

■すべてのレコードを取り出す 

 RDBMSでは、射影／選択／結合（339ページ参照）を組み合わせて、データベースか

らさまざまな形でデータを取り出すことができます。SQLでは、データの取り出しは、

すべて「SELECT」という命令で表します。 

 SELECT文のもっとも基本的な操作は、射影／選択／結合を行わずに、テーブルから

すべてのレコードを取り出すことです。この場合の書き方は、以下のようになります。 

 

SELECT * FROM テーブル名 

 

 例えば、投稿のテーブル（wp_posts）からすべてのレコードを取り出すには、以下

のSQLを実行します。 

 

SELECT * FROM wp_posts 

 

●大文字／小文字について 

 MySQLでは、SQLの命令や、テーブル名／フィールド名は、大文字／小文字のどちら

で書いてもかまいません。例えば、今あげた例だと、以下のようにすべて小文字で書

いても動作します。 

 

select * from wp_posts 

 

 また、以下のようにすべて大文字で書いても動作します。 
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SELECT * FROM WP_POSTS 

 

 ただ、WordPressでは、SQL文は以下の慣習に従って書くようになっています。 

 

①MySQLの予約語（命令や関数など）は、大文字で書きます。 

②テーブル名やフィールド名は、定義されている通り（大文字なら大文字、小文字な

ら小文字）に書きます。 

 

 そこで、本書のこれ以後の解説でも、MySQLの予約語は大文字で書くことにします。 

■フィールドを限定する（射影） 

 テーブルからデータを取り出す際に、一部のフィールドに限定することができます。

これを「射影」と呼びます（339ページ参照）。射影を行う場合、以下のようにして、

SELECT文にフィールド名を指定します。 

 

SELECT フィールド名, フィールド名, ・・・, フィールド名 FROM テーブル名 

 

 例えば、ユーザーのテーブル（wp_users）には、表8.1のようなフィールドがありま

す。このテーブルから、ユーザーのIDとユーザー名を取り出すには、以下のような

SELECT文を書きます（画面8.7）。 

 

SELECT ID, user_login FROM wp_users 

 

 なお、350ページの「すべてのレコードを取り出す」のところで、SELECTの後に「*」

を書きました。この「*」は「すべてのフィールド」を表す記号です。 

 

表8.1 ユーザーのテーブル（wp_users）の主なフィールド 

フィールド 内容 

ID ID 

user_login ユーザー名 

user_pass 暗号化されたパスワード 

user_email メールアドレス 

user_url サイトのアドレス 
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画面8.7 「SELECT ID, user_login FROM wp_users」のSELECT文の実行例 

 

 

■レコードを限定する（選択） 

 テーブルからデータを取り出す際に、レコードを限定することもできます。これを

「選択」と呼びます（340ページ参照）。 

 選択を行うには、SELECT文に「WHERE」という句を追加し、レコードを選択するため

の条件を指定します。「SELECT」と「FROM」の間にフィールド名のリストを書けば、フ

ィールドを限定することもできます（射影）。 

 

SELECT フィールド名, フィールド名, ・・・, フィールド名 FROM テーブル名 WHERE 条

件 

 

 また、フィールド名に「*」を指定すれば、テーブル内のすべてのフィールドを取り

出すことができます。 

●フィールドを一定の値と比較する 

 条件の書き方は多数ありますが、フィールドを一定の値と比較する書き方をよく使

います。その場合の条件の書き方は、表8.2のようになります。「等しい」の条件は「=」

で表し、PHPの「==」とは異なります。 
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 比較対象の値が文字列である場合は、その前後を「'」で囲みます。また、比較対象

の値が日付や時刻である場合、「'2009-01-01 12:34:56'」のように、年月日時分秒を

書いて前後を「'」で囲みます。 

 

表8.2 条件の書き方 

条件 条件の表し方 

フィールドの値が○○に等しい フィールド名 = ○○ 

フィールドの値が○○ではない フィールド名 <> ○○ 

フィールドの値が○○より大きい フィールド名 > ○○ 

フィールドの値が○○より小さい フィールド名 < ○○ 

フィールドの値が○○以上 フィールド名 >= ○○ 

フィールドの値が○○以下 フィールド名 <= ○○ 

 

 例えば、投稿のテーブル（wp_posts）には、表8.3のようなフィールドがあります。

このテーブルから、post_date（日付）が2009年8月1日以降の投稿を取り出し、その中

からID／post_title（タイトル）／post_date（日付）のフィールドを取り出すとしま

す。この場合、SELECT文はリスト8.1のようにします（画面8.8）。 

 なお、リスト8.1のサンプルは、「part08」→「simple」フォルダの「compare.sql」

ファイルです。 

 

表8.3 wp_postsテーブルの主なフィールド 

フィールド 内容 

ID 投稿のID 

post_author 投稿したユーザーのID 

post_content 本文 

post_title タイトル 

post_status 公開状況（公開、下書きなど） 

post_date 公開日時 

post_modified 最終更新日時 

post_type タイプ（記事／WordPressページなど） 

post_mime_type MIMEタイプ 

comment_count その投稿についているコメントの数 

 

リスト8.1 日付で条件を指定して投稿を取り出す 

01 SELECT ID, post_title, post_date 

02 FROM wp_posts 

03 WHERE post_date >= '2009-08-01' 
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★特定カテゴリだけのアーカイブを作る 

 データベースに直接にアクセスする1つの例として、「特定カテゴリだけのアーカイ

ブを作る」という事例を紹介します。 

■この節で作る例 

 WordPressで小規模な企業サイトを作る場合、カテゴリの構造を図9.1のようにして、

ニュースリリースと商品情報を分ける、という手法を取ることが考えられます。 

 この状態で、wp_get_archivesタグを使って、サイドバーに月別アーカイブリストを

出力すると、ニュースリリースと商品情報が混在した月別アーカイブリストができま

す。しかし、サイトの構造からすると、ニュースリリースだけの月別アーカイブを出

力する方が望ましいと思われます。 

 

図9.1 企業サイトのカテゴリの構造の例 

ニュースリリース

商品情報

商品カテゴリ A

商品カテゴリ B

 

 

 そこで、この節では「ニュースリリース」カテゴリだけの月別アーカイブリストを、

サイドバーに出力できるようにします（画面9.2）。 

 また、サイドバーでニュースリリースの月別アーカイブのリンクをクリックしたと

きに、月別のニュースリリースの一覧（タイトル／日付／抜粋）が表示されるように

します（画面9.3）。 

 月別ニュースリリースページのアドレスは、「http://WordPressのインストール先の

アドレス/newsrelease.php?y=年&m=月」のようになるようにします。 

 なお、「newsrelease.php」は、テンプレートではなく、WordPressの機能を使う独立

したスクリプト（105ページ参照）として作ります。そして、WordPressのインストー

ル先ディレクトリに入れるようにします。こうすることで、「http://WordPressのイン
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ストール先のアドレス/newsrelease.php?・・・」のアドレスでアクセスできるように

なります。 

 

画面9.2 サイドバーに「ニュースリリース」カテゴリだけの月別アーカイブを出力する 

 

 

画面9.3 月別のニュースリリースの一覧 
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■「ニュースリリース」カテゴリだけの月別アーカイブ

リストを出力する 

 最初に、「ニュースリリース」カテゴリだけの月別アーカイブリストを、サイドバー

に出力できるようにします。 

●月別アーカイブリストの考え方 

 まず、カテゴリを限定せずに、すべての投稿から月別アーカイブリストを出力する

方法を考えます。 

 月別アーカイブリストは、過去に投稿があった月と、その月に書いた投稿の数を、

一覧で表示したものです。SQLのSELECT文を使って、以下のような集計を行えば、投稿

があった月と、その月に書いた投稿の数を得ることができます。 

 

①投稿のテーブルから、YEAR／MONTH関数（363ページ参照）を使って、投稿の年／月

の値を取り出します。 

②投稿を月単位でグループ化し、COUNT関数（371ページ参照）を使って、各月の投稿

数をカウントします。 

③公開されている投稿だけを、集計の対象にします。 

④集計結果は年／月の降順に並べ替えます 

 

 投稿が公開されているかどうかは、wp_postsテーブルのpost_statusプロパティの値

が「publish」であるかどうかで判断できます。また、wp_postsテーブルには投稿だけ

でなくWordPressページも含まれます。投稿だけを取り出すには、post_typeプロパテ

ィの値が「post」であるという条件も必要です。 

 ここまでの話に沿って、月別アーカイブリストの情報を得るためのSELECT文を作る

と、リスト9.3のようになります。 

 1行目で投稿の年／月と、投稿のカウントを求めます。WHERE句（3行目と4行目）で、

公開されている投稿だけを集計の対象にします。そして、GROUP BY句（5行目）で年／

月でグループ化し、ORDER BY句（6行目）で年／月の降順で並べ替えています。 

 

リスト9.3 月別アーカイブリストの情報を得るSELECT文 

01 SELECT YEAR(post_date) AS post_year, MONTH(post_date) AS post_month, COUNT(*) AS m

onthly_count 

02 FROM wp_posts 

03 WHERE post_status = 'publish' 
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04 AND post_type = 'post' 

05 GROUP BY post_year, post_month 

06 ORDER BY post_year DESC, post_month DESC 

 

●「ニュースリリース」カテゴリの投稿だけを集計対象にする 

 次に、ここまでで作ったSELECT文を元にして、「ニュースリリース」カテゴリの投稿

だけを集計の対象にします。 

 第8章の384ページで、カテゴリ毎の投稿を数えるSELECT文を紹介しました。この

SELECT文は、投稿とカテゴリのテーブルを結合した上で、カテゴリのIDでグループ化

して集計を行っていました。 

 その時のSELECT文に、カテゴリーの名前を限定する条件を追加すれば、そのカテゴ

リだけの集計を行うことができます。さらに、グループ化の方法を変えて、年月毎に

グループ化するようにすれば、そのカテゴリだけの年月毎の投稿数をカウントするこ

とができます。 

 実際にSELECT文を作ると、リスト9.4のようになります。このSELECT文の内容は、以

下の通りです。 

 

リスト9.4 「ニュースリリース」カテゴリだけの月別投稿数をカウントするSELECT文 

01 SELECT YEAR(post_date) AS post_year, MONTH(post_date) AS post_month, COUNT(*) AS m

onthly_count 

02 FROM wp_posts p, wp_term_relationships tr, wp_term_taxonomy tt, wp_terms t 

03 WHERE p.ID = tr.object_id 

04 AND tr.term_taxonomy_id = tt.term_taxonomy_id 

05 AND tt.term_id = t.term_id 

06 AND p.post_status = 'publish' 

07 AND p.post_type = 'post' 

08 AND tt.taxonomy = 'category' 

09 AND t.name = 'ニュースリリース' 

10 GROUP BY post_year , post_month 

11 ORDER BY post_year DESC, post_month DESC 

 

①1行目 

 424ページのリスト9.3のSELECT文と同じで、投稿の年／月と、投稿の数を得ます。 

 また、これらの値のフィールドには、それぞれpost_year／ post_month／

monthly_countの名前を付けます。後でWordPressからデータにアクセスしますが、そ

の際に各フィールドに名前が必要になりますので、名前をつけています。 

②2行目 


